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図８．ハクセンシオマネキ巣穴周辺のメイオファウナ群集組成の空間変異．
堆積物表層から採集されたサンプルは四角，深層（表面下 4-5cm）から採集
されたサンプルは丸で示されている．各記号の濃淡（白，灰，黒）は巣穴か
らの水平距離を示す．組成が似ているサンプルは互いに近い位置にプロッ
トされている．ベクトルは，群集の組成変化に大きく貢献した分類群につい
てのみ示されている．矢印の方向へ向かうにつれて，サンプル内のその分
類群の割合が増大する． 
